
コミュニティ・スクールだより 
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『 地域に誇れる 地域が誇れる 菊西学舎 』  「 学び合う子 」 

（菊川西中、堀之内小、加茂小、横地小、内田小） 

 

２年目のコミュニティ・スクール 
 

                  

令和６年度より、菊川市内全中学  

校区（学舎）でコミュニティ・スク  

ールが始まり、本年度２年目を迎え 

ます。コミュニティ・スクールとい 

うのは、学校運営協議会が設置され 

た学校のことです。 

菊川市では令和３年度から小中一 

貫教育「学びの庭」構想に取り組み、  

小学校と中学校の「たての接続」と

学校と地域社会の「よこの連携」で、

目指す子ども像を共有した一貫性の

ある教育と、地域住民や地元企業の

協賛による取組を通して学びを広げ

てきました。このコミュニティ・ス

クールはそれを更に推し進めていこ

うとするものです。 

 

 

 

                         

 

菊西学舎は、菊川西中、堀之内小、加茂小、横地小、内田小の１中学校４小学校で構成

されています。菊川市の小中一貫教育「学びの庭」構想を踏まえて、菊西学舎の教育目標

を「地域に誇れる 地域が誇れる 菊西学舎」とし、目指す子ども像を「学び合う子」と

して取組を進めています。 

 



第１回菊西学舎学校運営協議会 
 ５月 14 日（水）に第１回菊西学舎学校運営協

議会が菊川西中学校で開催されました。本年度

最初の学校運営協議会で、はじめに各委員に委

嘱状が渡され、自己紹介をしました。 

次に、会長と副会長の選出を行いました。会長

には三浦康子さん、副会長には石山近さんが就

任しました。 

続いて、田中内田小校長からコミュニティ・ス

クールの説明があり、改めて学校運営協議会の

理解を深めました。 

そして、石山校長から学舎の運営構想の説明が行われました。学舎の実態を踏まえ、学

舎教育目標と目指す子ども像を説明し、「地域とともにある学校づくり」と「学校を核とし

た地域づくり」を推進の目的とし、「たての接続」と「よこの連携」で充実した学びを実現

していくこと、そして 10年後にふるさと菊川市に戻ってきたいと思う若者を育てたいと話

がありました。この経営構想に賛同していただける方に挙手を求めたところ、挙手多数で

御承認をいただきました。こうして令和７年度の学舎の取組が本格的にスタートしました。 

 その後昨年度の課題を受けての本年度の取組等について、委員のみなさんと話し合いを

しました。「中学生の自転車の乗り方で、広がってしゃべりながら走っている姿が見られる

が声を掛け見守っていくことが大人の役目ではないか。」また、「学校運営協議会で話し合

ったことでどういう成果があったのか。コミュニティ・スクールが地域の人々に伝わって

いない。地域に説明して回りたい。」などの意見が出されました。今回は時間の関係で十分

な話し合いができませんでしたが、次回以降更に話し合いを進めていきたいと思います。 

学校運営協議会では委員が意見を述べるだけでなく、その解決に向けてどのようなこと

ができるか方策を練り実行していくことが大切になります。「わたしたちに何かできること

はないか」というように、委員のみなさんが当事者意識を持って考えていただけるよう協

議を重ねていきます。 

 

菊西学舎学校運営協議会委員名簿 
※ 凡例（地区・推薦校） 

 会 長  三浦 康子（柳・菊西中） 

副会長  石山  近（菊西中校長） 

 委 員  倉部 光世（本所・菊西中）   平川 幸治（加茂・菊西中） 

      山内 期雄（西方・堀之内小）  藤田  勉（柳・堀之内小） 

      陣内 健司（西方・堀之内小）  落合 章吾（加茂・加茂小） 

      齋藤亜希子（加茂・加茂小）   松浦 真帆（加茂・加茂小） 

      坪井 晴美（東横地・横地小）  戸塚 広子（東横地・横地小） 

      松本 鉄雄（内田・内田小）   鈴木 康正（内田・内田小） 

      後藤 克巳（堀之内小校長）   板倉 真里（加茂小校長） 

      相田  慎（横地小校長）    田中 正信（内田小校長） 

      牧野 千栄（堀之内幼稚園長） 

 

本年度の菊西学舎運営協議会委員は上記の通り 19名です。 

本年度は学校運営協議会を６回開催する予定です。 

委員のみなさん、よろしくお願いします。 


